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Abstract The plural endings for the indicative active verb in Hittite are basically the same formi- and

h
̆
i-verbs. In the 3 pl. preterite -er is overwhelmingly prevalent, but there are some irregular 3 pl.

preterites in -ar. They are uemiĭar ʻthey foundʼ, h
̆
āniĭar ʻthey drew itʼ, and šaušiĭar ʻthey scoutedʼ. A

detailed philological analysis reveals that they share one important common feature : they are all

root-accented ĭe/o-verbs.

The Anatolian languages lost word final -r at the Proto-Anatolian stage when it was not

immediately preceded by the accent. As a result, the verbs with posttonic ́-ĭe- dropped -r (*́-ĭer>

*́-ĭe). Since the verbs with posttonic ́-ĭe- were a minor class, it is only natural to assume that they

recovered the final -r by analogy (*́-ĭe→ *́-ĭer). The most straightforward way of deriving -ĭar from its

pre-Hittite form *́-ĭer is obviously a phonological rule by which posttonic *́-er becomes -ar in Hittite,

whereas the accented -ér remains unchanged. This is a one man sound change because there are not any

additional cases in which this rule was applicable after word final -r was analogically restored. However,

phonological behavior parallel to this supposed sound change is observed in word final *-eN :

Proto-Anatolian *́-eN becomes Hittite -aN whereas Proto-Anatolian *-éN becomes Hittite -eN.

It should be noted that the 3 pl. preterites in -ar, i. e. ŭemiĭar, h
̆
āniĭar, and šapašiĭar are attested in a

relatively early period of Hittite. The conclusion is inescapable that these forms are precious examples of

remarkable antiquity that resisted the analogical generalization of -er.
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は じ め に

ヒッタイト語の能動態動詞には，mi-活用動詞と h
̆
i-活用動詞の 2 種類がある。両者の基

本的な語尾は以下のとおりである1)。

この活用表から明らかなように，複数形語尾についてはmi-活用動詞と h
̆
i-活用動詞のあ

いだに違いがなく，同一である (現在複数 1 人称-u

̆

eni，2 人称-teni，3 人称-nzi，過去複

数 1人称-u
̆

en，2 人称-ten，3 人称-er)。しかしながら過去複数 3人称に関して，一般的な

語尾は-er であるが，-ar によって特徴づけられる少数の形式があることを Neu (1989) は

指摘した。それらは，ú-e-mi-i

̆

a-ar ʻthey foundʼ KUB 17.10 i 372)，h
̆
a-a-ni-i

̆

a-ra-at3) ʻthey

drew itʼ Bo 6472, 12, ša-ú-ši-i

̆

a-ar ʻthey scoutedʼ Maşat-Höyük Brief 6, Rs. 22 である。これら

3 例のうち 3 番目の形式については，Alp (1991 : 128) では ša-ú-ši-i

̆

a-ar と転写されてい

るが，Kloekhorst (2008 : 244) が指摘しているように，ša-pa-ši-i

̆

a-ar と読まなければなら

ない。これら 3例以外にも，一見-ar を持っているようにみえるが，解釈が難しい例がいく

つかある。たとえば，pí-iš-kar ʻthey gaveʼ KUB 38.3 i 17 と dam-m[i-i]š-šar ʻthey

1 ) ただし古期ヒッタイト語の現在単数 1人称と 2 人称には，-h
̆
e および-e という古い語尾が記録

に残っている。mi-活用動詞の過去単数 1 人称については，母音語幹では-nun が，子音語幹では

-un が使われる。これ以外にも，時代によって綴りのバリエーションがみられる。近年のヒッタ

イト語文献学の進展によって，ヒッタイト語は古期ヒッタイト語 (紀元前約 1650 年−1450 年)，

中期ヒッタイト語 (紀元前約 1450 年−1380 年)，後期ヒッタイト語 (紀元前約 1380 年−1175 年)

に時代区分できるようになった。ヒッタイト語楔形文字粘土板を時代区分するための文献学的手

法については，Yoshida (2021 : 198‒200) において説明されている。

2 ) たとえば KUB 17.10 i 37 は，KUB (=Keilschrifturkunden aus Boghazköi) という楔形文字粘

土板の模写テキストの第 17 巻の 10 番の写本のコラム 1の 37 行目に問題の形式が記録されている

という文献学的情報を表している。

3 ) h
̆
a-a-ni-i

̆

a-ra-at は，h
̆
āniĭar という動詞に中性単数主格・対格の後倚辞代名詞-at が付与され

ている。
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mi-活用動詞 h
̆
i-活用動詞

現在単数

1人称 -mi -h
̆
i

2 人称 -ši -ti

3 人称 -zi -i

複 数

1人称 -u

̆

eni

2 人称 -teni

3 人称 -nzi

過去単数

1人称 -(n)un -h
̆
un

2 人称 -š -ta

3 人称 -t -š

複 数

1人称 -u

̆

en

2 人称 -ten

3 人称 -er



oppressedʼ KBo 3.38 Rs. 29 である。この 2例は-ar という語尾を持っているようにみえるが，

転写が必ずしも信頼できない。なぜなら，kar と šar という文字はそれぞれ ker8と šer9とも

読めるからである。この読みを取るならば，うえの 2 つの形式は pí-iš-ker8および

dam-m[i-i]š-šer9と転写され，規範的な語尾-er を持っていることになる。さらに-ar を持

つ他の形式として zi-na-ar KUB 25.1 i 37 があるが，Neu (1989 : 16) が論じているように，

この形式はヒッタイト語ではなく，おそらくハッティ語起源と考えられる。以上の解釈が定

まらない例や正体不明の例は以下の議論において除外し，確実に-ar という特徴を持ってい

る u

̆

emii

̆

ar, h
̆
āniĭar, šapašiĭar の 3 例を分析の対象にして，語尾-ar に歴史言語学的な説明

を与えることが本稿の目的である。

Ⅰ この問題に関する先行研究

3人称複数語尾-ar を歴史的な立場から明らかにしようとする研究は，これまで 3 つ提出

されている。まず Neu (1989) は-ar が印欧祖語の *-or に由来すると考えた。*-or という

再建形を要求する形式は他のどこにもみられないために，彼は-ar が二次的な影響を受けて

いない古い形式であるとする。しかしながら問題に関与する 3 つの形式，u

̆

emii

̆

ar, h
̆
āniĭar,

šapašii

̆

ar はすべて-i

̆

a-という接辞で特徴づけられている。この点について，i

̆

e/a-クラスの

能動態動詞が前ヒッタイトの時期に，さらにアナトリア祖語の時期に *-i
̆

o- (>ヒッタイト

語-i

̆

a-) を持っていたことを示す根拠が皆無であることが Yoshida (2010, 2014) におい

て実証的に示されている4)。補遺に示した古期ヒッタイト語のデータをみれば，少数なが

ら接辞 -i

̆

a- を持つ形式がある。それらは pé-eš-ši-i

̆

a-mi KBo 17.3 iv 18 ʻI throwʼ,

pé-eš-ši-i

̆

a-u-e-ni KUB 35.164 iii 6 ʻwe throwʼ, ú-e-mi-i

̆

a-u-en KBo 22.2 Vs. 14 ʻwe foundʼ，

h
̆
u-la-a-li-i

̆

a-mi KBo 17.1 iii 22, KBo 17.6 iii 14 ʻI entwineʼ という 5つの形式である。これら

に含まれる-i

̆

a-は，「アナトリア祖語 *e は共鳴音の前のアクセントを有しない開音節におい

てヒッタイト語で aになる」という音法則によってつくられたものであり5)

↗

，*-i

̆

o-には遡ら

4 ) 本稿末の補遺において，古期ヒッタイト，中期ヒッタイト，後期ヒッタイトの時期のオリジナ

ルの粘土板に記録されたすべての i

̆

e/a-クラスの能動態動詞を語幹別に示した。ただし後の時期

に写し直された粘土板は扱っていない。ヒッタイト語の各時期の文法を記述する際，オリジナル

の粘土板の重要性は言を俟たない。補遺のデータから読み取れることは，古期ヒッタイト語にお

いてはつぎに本論で分析する例を除けばすべて-i

̆

e-で特徴づけられるが，後の時期では-i

̆

a-を持

つ形式への推移がみられる。中期ヒッタイト語のデータでは，-i

̆

a-が顕著に増加しているが，

-i

̆

e- を保持している例もみられる (iš-pár-ri-ez-zi, pé-eš-ši-et, šu-ni-et, tu-u-ri-e-ez-zi,

ú-e-mi-e-ez-zi, ú-e-mi-ez-zi, ú-e-mi-et)。さらに後期ヒッタイト語のデータでは，-i

̆

e-を維持

している割合がいっそう少なくなっている (h
̆
u-ul-li-i-e-et, šar-ri-et, šu-ul-li-e-et, šu-ul-li-et,

ti-i-e-ez-zi, ti-i-e-et, u
ˆ
a-ag-ga-ri-ez-zi)。この形態変化は一方向的である。

5 ) この音法則はつぎのような例にも作用した。能動態現在 1 人称複数語尾-u

̆

ani (<*́-u

̆

eni)，能

動態現在 2人称複数語尾-tani (<*́-teni) (この 2つの例に関しては，Yoshida 1997 を参照), u-語
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ない。ただし古期ヒッタイト語のデータには，pé-eš-ši-e-mi KBo 17.1 iv 22 および

h
̆
u-la-a-li-e-mi KBo 17.3 iv 23 のように，-i

̆

a-ではなく-i

̆

e-を持つ例もみられる。これらは，

うえの音法則が適用されない形式 (-i

̆

e- < *-i

̆

é-) および動詞パラダイムの他の位置で保持

された-i

̆

e-から，二次的な形態的影響を受けたものと考えられる。同様に，補遺には-i

̆

anzi

で終わる 3 人称複数が多数みられるが，そこに含まれる a は「アナトリア祖語 *eN は歯茎

音の前でヒッタイト語において aN になる (N は鼻音)」という音法則によって祖語の

*-i

̆

enti から歴史的に導かれる6)。以上の議論から，i

̆

e/a-クラスの能動態動詞はアナトリア祖

語の時期に接辞 *-i

̆

e-で特徴づけられていたことが明らかで，Neu が考えた *-or という再建

は受け入れることができない。

つぎに Kloekhorst (2008 : 244-5) は，-ar を持つ 3 人称複数過去形が i

̆

e/a-クラスの動詞

に中期ヒッタイト語の時期以降に起こった-i

̆

e-から-i

̆

a-への接辞にみられる形態変化の結果

であるが，そのようにしてつくられた-ar は規範的な語尾である-er によってすぐに駆逐さ

れたと主張した。たしかに，接辞-i

̆

a-が後のヒッタイト語の特徴であることは，Carruba

(1962 : 79ff.), Watkins (1969 : 71), Oettinger (1979 : 27) によって以前から指摘されている。

それはヒッタイト法律文書に記録されている古期ヒッタイト語の i

̆

e/a-クラス動詞，

a-ni-e-ez-zi ʻmakesʼ KUB 29.30 ii 21, KUB 29.30 ii 22 が後の時代のコピーの対応する箇所で

は，それぞれ a-ni-i

̆

a-zi KBo 6.26 i 13, KBo 6.26 i 15 のように書き改められていることからも

裏付けられる (Yoshida 2009 : 272)。しかしながら，Kloekhorst の見方には問題点が 2つあ

る。ひとつは古期ヒッタイト語の-i

̆

e-が後の時期に-i

̆

a-になるのは，補遺に示したデータ

から明らかなように，一方向的な変化であり，しかも他の人称・数の例と異なり，3人称複

数の-i

̆

ar の例は極端に少ない。もうひとつは i

̆

e/a-クラス動詞の 3人称複数過去形にも実際

に-i

̆

e-から-i

̆

a-への交替がみられるが，交替後の形式は-i

̆

ar ではなく，-i

̆

aer であるという

事実である (a-ni-i

̆

a-er ʻcarried outʼ KBo 12.3 iii 10, a-ri-i

̆

a-er ʻdetermined by oracleʼ KBo

4.6 Vs. 26, ši-ĭa-er ʻimpressedʼ KBo 3.3 iv 5, ti-i-ĭa-er ʻsteppedʼ KBo 12.38 iii 6)7)。したがって，

Kloekhorst の見方も説得性を欠いている。

アクセントと母音交替に関する基本的原理に基づいて，Yoshida (1991 : 364) は-ar の祖

幹形容詞属格 āššaŭaš (<*h1és-eu

̆

-os) ʻgoodʼ，i-語幹形容詞属格 šallai

̆

aš (<*sélH-ei

̆

-os) ʻgreat,

largeʼ。

↘

6 ) ヒッタイト語 anda ʻin(to)ʼ に対応するラテン語 endo を参照されたい (cf. Melchert 1994 : 134)。

なお 3 人称複数現在形が一般的な-anzi ではなく，-enzi という語尾を取る例が後の時期にみられ

る (a-ra-an-da-al-li-en-zi, ti-en-zi，t [i-e] n-zi)。そ の理由は，対応す る 3 人 称 単 数 形

(ti-i-e-ez-zi) からの二次的な形態的影響と考えられる。同じ変化は楔形文字ルウィ語にも観察

される。 pa-ar-ri-en-ti ʻthey smiteʼ, tar-ši-en-ti ʻthey vomitʼ, ti-u

̆

a-da-ni-in-ti ʻthey swearʼ and

zu-zu-n[i-i]n-ti ʻ?ʼ (Yoshida 2012 : 346)。

7 ) これらの例はすべて後期ヒッタイト語の粘土板に記録されているために，ヒッタイト語の歴史

の比較的古い時期に記録されている u

̆

emii

̆

ar, h
̆
āniĭar, šapašiĭar とはまったく違った歴史をたどっ

たと考えられる。これらの-i

̆

aer を持つ動詞の成立過程については稿を改めて論じたい。
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形として *́-r
˚
(>*-ar) を再建した。音法則の立場では，*r

˚
がヒッタイト語で ar になること

は，たとえば r/n-語幹名詞単数主格・対格 u

̆

atar ʻwaterʼ (<*u

̆

ód-r
˚
) などの例から保証され

る。ヒッタイト語にみられる-er (<*-ér) と-ar (<*́-r
˚
)というパターンは，ラテン語の 3

人称複数の完了語尾-ēre (<*-ēr(+i)<*-érs) とインド・イラン語派のサンスクリット語

-ur およびアヴェスタ-ərəs にみられるパターン (両者は *́-r
˚
s から導かれる) と完全に並行

的である。しかしながら，母音的な-r
˚
は母音で終わる接辞 *-i

̆

e-の後では子音として機能す

るために，アナトリア祖語では *-u

̆

er になるはずである。この *-u

̆

er からヒッタイト語の

-ar を導くことは不可能である。

以上，3 件の先行研究を批判検討したが，どの見方も-ar の来源を満足に説明できるもの

ではないことが明らかになった。

Ⅱ 3人称複数過去語尾-er の先史

問題となる語尾-ar を詳細に分析する前に，アナトリア諸語の動詞体系という広いコンテ

クストのなかで議論を進めるために，以下の 2つの重要な問題についてまず考えたい。

(1) 3 人称複数過去語尾-er において，なぜ語末の-r が一貫して保持されているのか？

(2) mi-活用動詞と h
̆
i-活用動詞は，なぜ 3人称複数過去語尾として同一の-er を持ってい

るのか？

まず 1番目の問題から始める。アナトリア祖語において中・受動態動詞現在形は少なくと

も 3 人称において語末の-r を印欧祖語から継承している。同じ状況はイタリック語派，ケ

ルト語派，トカラ語にも反映されている。アナトリア祖語の時期に，語末の-r はアクセン

トを有しない音節の後で消失した8)。この変化の後で，アクセントを持っていた語尾 *-ó の

後で r が存続した *-ór に，能動態現在語尾に特有である非過去を表す小辞-i が広がった。

この後期アナトリア祖語の状態を古期ヒッタイト語は基本的に保持している。eša ʻsitsʼ,

kitta ʻliesʼ, kianta ʻthey lieʼ では語末音節がアクセントを持っていなかったために-r が消失し

ているのに対して，語末音節にアクセントを持っていた duqqāri ʻis visibleʼ は-ri で特徴づけ

られている。この-ri は，後のヒッタイト語内部の歴史のなかで徐々に広がり，後期ヒッタ

イト語ではほぼ義務的に使われるようになった9)。

アクセントを有しない音節の後での-r の消失が予想される別の例として考えられるのは，

ここで問題となる 3人称複数過去語尾-er である。Eichner (1975 : 87) と Oettinger (1979 :

8 ) Yoshida (2011) では，「アクセントを有しないモーラの後で」と解釈を改めている。

9 ) この発展については，Yoshida (1990) の第 3章で詳細に論じられている。
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114)は，この-er をラテン語の 3 人称複数完了語尾-ēre に比定して，-r が語末にないと考

えているが，その見方は誤っている。Ⅰ節でみたように，ラテン語-ēre は本来の完了語尾

*-ēr (<*-érs) に小辞-i が付与された後，語末母音-i が-e になった結果である。小辞-i の

付与は単数 1人称，2人称，3人称の完了語尾にも同様にみられる (1 sg. -ī, 2 sg. -istī, 3 sg.

-it<*-h2e+i, *-[is]th2e+i, *-e+i[t])。したがって，ヒッタイト語の-er の r は語末にあっ

たと考えられる。語末の *-r の消失が生じたとき，-i-を持つ動詞は-r を保持した。なぜな

ら-r の直前にアクセントがあったからである (たとえば，piḗr ʻthey gaveʼ, h
̆
alziḗr ʻthey

calledʼ)。さらに，ške/a-クラスおよび i

̆

e/a-クラスの語尾 *-sk

̆

ér と *-i

̆

ér は，本来の

*-sk

̆

ént と *-i

̆

ént に形態的に取って代わったものであるが，この形態変化は-r の消失以前に

生じたと考えなければならない (cf. Yoshida 1990 : 114 および Yoshida 1991 : 366)。以上の

例は，3人称複数過去語尾において語末の-r が類推によって復活するための十分な源となっ

たと考えられる。

つぎに，うえの 2番目の問題に移る。古い時期のアナトリア祖語の 3人称複数過去語尾は

つぎのとおり再建することができる10)。

この状態はともにアナトリア祖語の時期に起こった 2つの変化によって部分的な変容を受

ける。ひとつはうえで論じた ške/a-クラスおよび i

̆

e/a-クラスの本来の語尾 *-sk

̆

ént と

*-i

̆

ént が，h
̆
i-活用動詞の影響を受けて *-sk

̆

ér と *-i

̆

ér となる変化である。おそらく *-er と

いう語尾は本来の mi-活用動詞語尾 *-ént と *́-n
˚
t を完全には駆逐しなかったと考えられ

る11)。その結果，*-er と *-ént/*́-n
˚
t は後期アナトリア祖語の時期に共存していた。もうひ

とつの変化は語末の-t が n の後で脱落する変化である12)。この変化によってmi-活用動詞語

尾 *-ént は *-én になった。この 2 つの変化の後の後期アナトリア祖語の状態はつぎのよう

に再建される13)。

10) Yoshida (1991 : 371) を参照。完了とは異なり，h
̆
i-活用動詞の語尾 *-ér と *́-r

˚
が本来末尾に-s

を持っていたことを示す直接の根拠はない。もちろん *-érs と ́-r
˚
s という語尾の再建を完全に排

除することはできないが，その場合は容易には復元することのできない複雑な先史をヒッタイト

語がたどったことになる。

11) これは 1990 年秋，オックスフォード大学の客員研究員だった時に故Anna Morpurgo Davies 教

授から受けた助言である。

12) この変化は nt-語幹名詞の中性主格・対格単数形にもみられる。たとえば中性主格・対格単数

h
̆
ūman ʻallʼ に対して，属格は h

̆
ūmandaš である。

13) 新しくつくられた語尾は太字で示している。アクセントの位置は議論を不必要に複雑にしない

ように省略した。
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前期アナトリア祖語

mi-活用動詞 *-ént〜*́-n
˚
t

h
̆
i-活用動詞 *-ér〜*́-r

˚
中・受動態 *-énto〜*-n

˚
to〜*-n

˚
tó



この状態はアナトリア語派のどの言語においてもそのままのかたちでは保持されていない。

ヒッタイト語では h
̆
i-活用動詞語尾 *-er を mi-活用動詞に一般化した。他方，ルウィ系諸言

語では共通ルウィ語の時期に，違った方向の変化が生じた。mi-活用動詞の 3つの語尾のう

ち，3 人称複数過去語尾として十分に特徴づけられていない *-en はその機能的位置を明確

化するために中・受動態の *-ento に取って代わられた14)。さらに，*-er と *-r
˚
という語尾は

中・受動態起源の *-ento や *-n
˚
to によって駆逐された。残った中・受動態語尾は共時的に能

動態過去の機能も果たすようになった (楔形文字ルウィ語-nta，象形文字ルウィ語-nta，

リュキア語-nte, -ntẽ)15)。ルウィ系諸言語の過去形動詞において，能動態と中・受動態の形

態的区別がない理由は以上のように説明される (cf. Yoshida 1993)。

Ⅲ 3 人称複数過去形語尾-ar の歴史的言語学的解釈

本節では，本稿のはじめで示した-ar という不規則な 3 人称複数過去語尾を持つ，3 つの

形式，u
̆

emii
̆

ar, h
̆
āniĭar, šapašiĭar に対して歴史的言語学的解釈を与える。このうち u

̆
emii

̆
ar

と šapašii

̆

ar は中期ヒッタイトの時期の粘土板に記録されている。h
̆
āniĭar については記録さ

れた時期が不明である。

まず u

̆

emii

̆

ar (<*au-h1ém-i

̆

e-r) については，語根に含まれている母音が e であるため

に語根にアクセントがあったと考えられる。アクセントを有しない *e は条件によってヒッ

タイト語で i または aになる。語根にアクセントがあったという解釈は，同じ動詞の 3人称

単数現在形 ú-e-mi-zi ʻfindsʼ KBo 6.2 iv 12 からも支持される。この形式は古期ヒッタイトの

時期の粘土板に書かれている，古い形式である。語尾-zi の z が母音間においてシングルで

書かれていることから (通常古期ヒッタイト語では ú-e-mi-ez-zi KBo 6.2 iii 58 のようにダ

ブルの zz で書かれる)，この語尾は *-di に遡り，dが i の前で破擦化した結果，弱化したシ

ングルの zを持つ-zi になったと考えられる。また語尾 *-di は印欧祖語の *-ti に由来するが，

14) -n と-nt-のあいだにみられる，同様の形式上の結びつきは nt-語幹名詞にも観察される。たと

えば楔形文字ルウィ語単数呼格DU-an ʻStorm Godʼ と単数与格 DIŠKUR-unti を比較されたい。こ

の指摘はAnna Morpurgo Davies から受けたものである。

15) 類似した形態変化がリグ・ヴェーダにみられることが Jamison (1979) によって報告されてい

る。彼女によれば，能動態 3人称複数の 2次語尾 *-ant の末尾の t の消失によって (*-ant>*-an)，

3 人称複数であることを形式的により明示的に示すために，中・受動態の-anta が能動態のパラダ

イムに編入された。この形態変化はリグ・ヴェーダにおいては限られた範囲でしか起こらなかっ

たが，ルウィ系諸言語では全面的に起こった。
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mi-活用動詞 *-én〜*́-n
˚
t〜*-er

h
̆
i-活用動詞 *-ér〜*-r

˚
中・受動態 *-énto〜*-n

˚
to



アナトリア祖語の時期に生じた子音の弱化第 1規則によって，tが dになった16)。

つぎに h
̆
āniĭar であるが，本稿の冒頭で示したようにこの形式は音節文字で h

̆
a-a-ni-i

̆

a-

r⸗a-at と綴られており，語根にアクセントの位置を示す溢音 (scriptio plena) -a-を持って

いる。3 人称複数現在形の h
̆
a-a-ni-i

̆

a-an-zi KBo 23.27 iii 12 も，同じく語根に溢音-a-を

持っている17)。i

̆

e/a-クラスの動詞はパラダイムを通してアクセントの位置が一定であるた

めに，h
̆
āniĭar も語根にアクセントがあったことが保証される。

3 番目の例，šapašii

̆

ar は Maşat-Höyük 書簡群の以下の箇所に記録されている。

kiššan⸗ma⸗mu kuit h
̆
atrāeš kāša⸗wa LÚ.MEŠšapašalliēš AŠPUR nu⸗wa URUMalazzian

URUTaggaštann⸗a šapašii

̆

ar “Concerning that you wrote to me as follows : ʻI just sent scouts,

and they scouted Malazziya and Taggašta.ʼ” (Maşat-Höyük Brief 6, Rs. 17-22)18)。注目す

べきであるのは，この箇所に šapašii

̆

ar と同じ語根を共有する名詞の形式である

LÚ.MEŠ šapašalliēš ʻscoutsʼ が記録されていることである。šapašii

̆

a-という動詞は Maşat-

Höyük 書簡群にのみ現れる。その他の例は以下のとおりである。3 人称複数命令形 [ša-

p]a-ši-an-du 87 Vs. 4, ša-pa-ši-i

̆

a-an-du 7 Vs. 11, 不定詞 I ša-pa-ši-i

̆

a-u-a[n-zi] 7 Vs. 6,

ša- [p]a-a-ši-i

̆

a-u-an-z [i] 17 Vs. 17。しかしながら，他方で šapašalli-という名詞は

Maşat-Höyük 書簡群が 21 世紀後半に発見される以前にすでに知られていた。それは

Madduwatta 書簡の以下の箇所に記録されている。zik⸗ma m Madduwa [tt] aš ANA

KUR.KUR.H
̆
I.A LÚ.KÚR LÚauriyalaš LÚšapāšalliš [ēšta] “You, Madduwatta, were an

outpost man and a scout/lookout against the enemy lands.” KUB 14.1 Rs. 1219)。

このLÚšapašalliš ʻscout, lookoutʼ という名詞に関して，Szemerényi (1976 : 1069) はそれが

サンスクリット語 spaś- ʻSpäher, Wächter, Aufseherʼ やアヴェスタ spas- (<*spek

̆

-)と語源

的に関係のあるアーリヤ語からの借用語であると主張した20)。意味のうえでは，この解釈は

文脈によく合う。しかしながら，反論も可能かもしれない。Kloekhorst (2008 : 725) が述

べているように，印欧祖語の語頭の *sT-連続はヒッタイト語で通常 šaT-ではなく，一般に

išT-と綴られるからである21)。したがって，もしもLÚšapašalliš が印欧祖語の語根 *spek

̆

-を

含んでいるなら，LÚišpašalliš と書かれることが予想される。しかしながら，この形式が

*sT->išT-という変化が起こった後にヒッタイト語に借用されたと考えるなら，この問題は

16) Yoshida (1998) を参照。子音の弱化第 1 規則はアクセントを持たない短母音間に生じた。一

方，子音の弱化第 2 規則はアクセントを有する長母音または二重母音の後に生じた。詳しくは，

Eichner (1973 : 79-82, 100 注 86)とMorpurgo Davies (1982/83 : 262) をみられたい。

17) この形式は中期ヒッタイト語の粘土板に記録されている。

18) Güterbock et al. (2002 : 205) からの引用。問題となる形式はボールド体でマークしている。

19) Güterbock et al. (2002 : 204) からの引用。Madduwatta 書簡は中期ヒッタイトの粘土板に書か

れている。

20) 同じ見方がそれより以前に van Brock (1962 : 115) によって示されている。

21) T は無声閉鎖音を表す。
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解消される。もうひとつの可能な反論は，Sturtevant の法則を順守していない点である。

Sturtevant の法則とは，印欧祖語の無声阻害音はヒッタイト語において母音間においてダ

ブルで書かれるのに対して，有声阻害音はシングルで書かれることをいう。したがって，

LÚšapašalliš はシングルの-p-ではなく，ダブルの-pp-を持つLÚšappašalliš と書かれること

が予想されるが，そうはなっていない。しかしながら，Watkins (1982 : 455) が指摘してい

るように，語頭の無声子音の連続においてシングル表記がなされる例もある。たとえば，

šipand- ʻlibateʼ (<*sp-)，h
̆
atugi- ʻterribleʼ (<*h2t-)などである。LÚšapašalliš をアーリア語

からの借用とする Szemerény の解釈について，Mayrhofer (1982 : 86) は大胆な仮説とし

て慎重な立場を取っている。他方，Kloekhorst (2008 : 726) は肯定的である。もしも借用

語であるなら，LÚšapašalliš という名詞に対応する šapašii

̆

a-という動詞もミタンニ・アーリ

アンの *spaśya- ʻseeʼ (<*spék

̆

-i

̆

e/o-) からの借用語ということになる22)。šapašii

̆

a-をアー

リア語からの借用と考えるもっとも魅力的な点は，問題に関与する-ar を持つ 3 つの動詞

(u

̆

emii

̆

ar, h
̆
āniĭar, šapašiĭar) がひとつの共通の特徴を持つようになる点である。その共通の

特徴とは，それらがすべて語根にアクセントのある i

̆

e/o-動詞であり，接尾辞 *-i

̆

e/o-にアク

セントを持っていなかったことである。この特徴は，4 章で示されるように，-ar によって

特徴づけられる動詞の先史を統一的なやり方で明らかにするうえでの鍵となる。

Ⅳ -ar を持つ 3人称複数過去形の先史

後期アナトリア祖語の時期には，印欧祖語から継承されたか，あるいはアナトリア祖語の

早い段階に新たにつくられたかにかかわらず，さまざまな動詞クラスが存在した。代表的な

クラスには以下のものが含まれる。1) i-動詞 (3 人称単数 pāi ʻgivesʼ, 3 人称複数 pii

̆

anzi)，

2) sk

̆

e/o-動詞，3) 語根にアクセントがある i

̆

e/o-動詞，4) 接尾辞にアクセントがある

i

̆

e/o-動詞，5) Narten タイプの動詞 (1 人称単数過去形 u

̆

ekun ʻI askedʼ，3 人称複数現在形

u

̆ēkkanzi)23)。これらの動詞クラスについて想定される先史は，以下のように示すことがで

22) 語根にアクセントがあることに注目されたい。*spek

̆

-という語根は，ラテン語 speciō，ギリシ

ア語 σκέπτομαι，古高地ドイツ語 spehōn にも含まれている。

ʻseeʼ から ʻscoutʼ への意味の推移についての類型的な並行例がリトアニア語にみられる。リトア

ニア語の žvalgyti という動詞は žvelgti ʻto lookʼ の反復相であるが，本来は ʻkeep lookingʼ を意味し

ていた。現代リトアニア語では žvalgyti は ʻinspect, examine (by looking around)ʼ という意味，

特に ʻscout, reconnoiterʼ という意味を持つようになった。この情報を提供してくれた Aurelijus

Vijūnas に謝意を表したい。

23) Narten タイプは，母音交替の強語幹は語根がアクセントを有する ḗ，弱語幹は語根がアクセン

トを有する éで特徴づけられる (cf. Narten 1968)。1 人称単数過去形 u

̆

ekun /wḗg-un/は語根にア

クセントのある長母音を持っていたために弱化規則が適用された結果，シングルの-k-を持って

いる。他方，3 人称複数現在形 u

̆ēkkanzi /wék-antsi/はアクセントのある短い é が語幹に含まれ

ているために弱化が起こらず，ダブルの-kk-を持っている。
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きる。

アナトリア祖語においてアクセントが直前にない場合は，語末の-r は消失した。その結

果，́-i

̆

e/o-動詞は語末の-r を失った。語末の-r の消失は母音的な-r
˚
には作用しなかった。

その理由は，r/n-語幹名詞単数主格・対格 (たとえば，u

̆

atar ʻwaterʼ<*u

̆

ód-r
˚
) が一貫して

-r を保持していることから裏付けられる。この変化の後，*-r
˚
は *-ar になった (cf.

Melchert 1988 : 223, Yoshida 1990 : 112)。直接の根拠となるデータは欠けているが，Narten

タイプの動詞はその先史において 3 人称複数過去語尾として *-ar を持っていたと考えられ

る。また語末の-r を失った ́-i

̆

e/o-クラスに属する動詞は比較的少数であるので，類推に

よって語末の-r を復活させたと考えることはまったく自然である。このようなプロセスを

経て，すべての動詞クラスの 3人称複数過去形はもう一度語末に-r を持つようになった。

前節において，-ar を持つ 3 つの動詞 u

̆

emii

̆

ar，h
̆
āniĭar，šapašii

̆

ar がすべて語根にアクセ

ントのある i
̆

e/o-動詞であることが明らかになった。これらの形式を前ヒッタイト語の

*́-i

̆

er から導くためのもっとも自然な方法は，*́-er がヒッタイト語で-ar になるという音法

則の提案である。この音法則を裏付ける独自の根拠は他にはない。なぜなら，語末の-r が

類推によって復活した後にこの音法則が適用されたことを示す事例が他にないからである。

しかしながら，この音法則とまったく並行的な音韻的振る舞いが語末の *-eN にみられる24)。

アナトリア祖語 *́-eN がヒッタイト語で-aN になることは，peran ʻin frontʼ<*pér-em,

appan ʻbehindʼ<*ópem, -kan ʻ(sentence particle)ʼ<*́-kem などの例によって裏付けられる

(cf. Melchert 1994 : 135)。他方，アナトリア祖語 *-éN はヒッタイト語で-eN のまま保持さ

れる。この見方を支持する例は，母音交替によって語尾にアクセントを有する能動態過去 1

人称複数語尾と 2 人称複数語尾である (1 pl. -u

̆

en<*-u

̆

én, 2 pl. -ten<*-tén)。Melchert

(1994 : 135) は，アナトリア祖語の *-eN がアクセントの有無にかかわらず，ヒッタイト語

で-aN になると述べている。*-éN が-aN になるという彼の論拠は-u

̆

an で終わる目的分詞

(supine) である。彼は-u

̆

an を語尾のない単数位格 *-u

̆

én から導かれると考えた。しかしな

がら，目的分詞の-u

̆

an は音法則によるのではなく，二次的につくられたものである。目的

分詞が使用されるのは，「〜し始める」と意味を表すために dāi- ʻto putʼ あるいは tii

̆

a- ʻto

stepʼ という動詞と結びつく構文に限られている。しかも，この構文で目的分詞を取る動詞

24) Nは鼻音を表す。
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i-動詞 sk

̆

é/o-動詞 i

̆

é/ó-動詞 ΄-i

̆

e/o-動詞 Narten タイプ

アナトリア祖語 -iér -sk

̆

ér -i

̆

ér ΄-i

̆

er ΄-r
˚

語末の-r の消失 − − − ΄-i

̆

e −

r
˚
>ar − − − − ΄-ar

語末の-r の復活 − − − ΄-i

̆

er −



の多くは反復を表す接尾辞-ške/a-をともなう。この接尾辞には常にアクセントが置かれる

ために，*-sk

̆

é-u

̆

en と再建される形式から-škiu

̆

an がうえの音法則によって導かれる。他方，

接尾辞 *-sk

̆

é-をともなわない少数の目的分詞 *-u

̆

én はヒッタイト語で-u

̆

en のままであった。

そしてこの-u

̆

en は後に使用例の多い-škiu

̆

an からの形態的影響を受けた結果，-u

̆

an になっ

た25)。以上に示したように，*́-er がヒッタイト語で-ar になるという音法則を提案する利点

は，語末の *-er と *-en に対して完全に並行的な取り扱いができることにある26)。

結 論

不規則な語尾-ar によって特徴づけられる 3 人称複数過去形，u

̆

emii

̆

ar，h
̆
āniĭar，

šapašii

̆

ar は，ヒッタイト語の歴史の比較的古い時期に記録されている。この-ar は前ヒッ

タイト語の時期に生じた音法則によって *́-er から導かれた。これら 3 つの 3 人称複数過去

形は一般的な語尾-er からの類推による画一化を受けなかった，古い特徴を保持する貴重な

形式であると結論付けることができる。Narten タイプの動詞の 3 人称複数過去形もヒッタ

イト語の先史において *-ar を取っていたことが想定されるが，-ar を持つこのタイプの例が

記録に残っていないために，-er によって駆逐されたと考えられる27)。

補遺 粘土板に記録されている i
̆

e/a-動詞のリスト

略語

ABoT=Ankara Arkeoloji Müzesinde Bulunan Boğazköy Tabletleri. Istanbul.

Bo=Unveröffentlichte Texte aus Boghazköi. Ankara.

HKM=Hethitische Keilschrifttafeln aus Maşat-Höyük. Ankara.

KBo=Keilschrifttexte aus Boghazköi. Berlin.

KUB=Keilschrifturkunden aus Boghazköi. Berlin.

KuT=Texts from Kuşaklı-Sarissa. Berlin.

Rs.=Rückseite

25) この変化の詳細については，Yoshida (1997) を参照されたい。

26) 他の語末の共鳴音について，*-em は *-en とアナトリア祖語の時期に合流した。語末の *-el の

変化については議論に有効な例が乏しいために，実質的な言明をすることができない。

27) 本稿は 2019 年 6 月にペンシルヴェニア大学において開催された The 38th East Coast Indo-

European Conference における発表に補筆したものである。この会議の参加者，とりわけ H.

Craig Melchert, Elisabeth Rieken, Michael Weiss からは有益なコメントを頂戴した。またこの論

文原稿を読まれた二名の匿名の査読者の方々からは，論点を明確にするうえでの貴重なコメント

と質問をいただいた。あつくお礼申し上げたい。なおこの研究を進めるにあたり，日本学術振興

会科学研究費補助金B (JP15H03205) の助成を受けた。
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Vs.=Vorderseite

古期ヒッタイト語

aniĭa- ʻto carry outʼ

pres. 1 sg. a-ni-e-m[i] KBo 17.1 ii 2

pres. 3 sg. a-ni-e-ez-zi KUB 29.30 ii 21, KUB 29.30 ii 22, KUB 29.30 ii 23, a-ni-ez-zi KBo

10.10 i 5, a-ni-ez-zi KBo 10.10 ii 1

pret. 1 sg. a-ni-e-[nu-un] KBo 3.22 Rs. 48

appatariĭa- ʻto commandeerʼ

pres. 3 sg. ap-pa-ta-ri-ez-zi KBo 6.2 iv 4

h
̆
appariĭa- ʻto trade, to sellʼ

pret. 1 sg. h
̆
a-ap-pa-ri-e-nu-un KBo 3.22 Vs. 20

h
̆
ariĭa- ʻto buryʼ

pres. 1 sg. h
̆
a-ri-e-mi KBo 17.1 iii 9, KBo 17.5 ii 2

pret. 1 sg. h
̆
a-ri-e-nu-un KBo 17.3 iii 12, h

̆
a-ri-[e-nu-u]n KBo 17.1 iii 12

h
̆
azziĭa- ʻto pierce, to stabʼ

pres. 3 pl. h
̆
a-az-zi-an-zi KBo 25.33 Vs. 19

pret. 3 sg. h
̆
a-[az]-zi-i-et KUB 36.100 Vs. 31

imper. 3 sg. h
̆
a-az-zi-e-e[t-tu] KBo 3.22 Rs. 51

h
̆
ulālĭa- ʻto entwineʼ

pres. 1 sg. h
̆
u-la-a-li-e-mi KBo 17.3 iv 23, h

̆
u-la-a-li-ĭa-mi KBo 17.6 iii 14, h

̆
u-la-a-li-ĭa-[mi]

KBo 17.1 iii 22

pres. 3 sg. h
̆
u-la-a-li-ez-zi KUB 37.223 Rs. 3

h
̆
urtaliĭa- ʻto hook, to snagʼ

pres. 3 pl. h
̆
u-ur-ta-li-an-zi KBo 25.54 i 16

kaleliĭa- ʻto tie upʼ

pret. 3 sg. ka-le-li-e-et KUB 36.100 Vs. 32

karpiĭa- ʻto lift, to raiseʼ

pres. 3 sg. kar-pí-i-ez-ziKBo 6.2 ii 39, KBo 6.2 ii 40, KBo 6.2 ii 46, KBo 6.2 ii 48, KBo 6.2 ii 49,

kar-pí-ez-z[i] KBo 6.2 ii 42, [kar-p]í-ez-zi KBo 6.2 ii 45

pres. 3 pl. kar-pí-an-zi KBo 6.2 iii 6, [kar-p]í-an-zi KBo 6.2 iii 22, KBo 25.128, 3, kar-ap-pí-

an-zi KBo 17.30 ii 3

karšiĭa- ʻto cut, to separateʼ

pres. 3 sg. kar-aš-ši-i-ez-zi KBo 6.2 i 8

kuššaniĭa- ʻto hireʼ
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pres. 3 sg. ku-uš-ša-ni-ez-zi KBo 6.2 ii 27, KBo 6.2 iv 10, KUB 29.30 ii 11

peššiĭa- ʻto throwʼ

pres. 1 sg. pé-eš-ši-e-mi KBo 17.1 iv 22, pé-eš-ši-ĭa-mi KBo 17.3 iv 18

pres. 3 sg. pé-eš-ši-ez-zi KBo 6.2 ii 33, KBo 6.2 ii 35, KBo 6.2 iv 6, KBo 6.2 iv 7, KBo 6.2 iv 14,

pé-eš-ši-i-e-ez-zi KBo 17.43 i 16

pres. 1 pl. pé-eš-ši-ĭa-u-e-ni KBo 39 ii 21, KUB 35.164 iii 6

pret. 3 sg. pé-eš-ši-et KBo 6.2 i 15

pret. 3 pl. pé-eš-ši-e[r] KBo 6.2 ii 57

šittariĭa- ʻto sealʼ

pres. 3 sg. ši-it-ta-ri-ez-zi KBo 6.2 ii 19, KBo 6.2 ii 24

pret. 3 sg. ši-it-ta-ri-et KBo 6.2 iii 19

takkaliĭa- ʻto curl upʼ

pret. 3 sg. ták-ka-li-et KBo 7.14 Vs. 8, KBo 7.14 Vs. 9, KBo 7.14 Vs. 10, KUB 36.100 Rs. 6

tekkuššiĭa- ʻto showʼ

pres. 3 sg. te-ku-uš-ši-ez-zi KBo 25.1 b) 2

tiĭa- ʻto stepʼ

pres. 3 sg. ti-ez-zi KUB 36.100 Vs. 24, KBo 25.68 Rs. 15, ti-i-e-ez-zi KUB 29.30 ii 7, KUB

29.30 ii 8, KUB 29.30 ii 19, KBo 25.12 i 5, [ti-i]-e-ez-zi KUB 29.30 ii 16, [t]i-i-e-ez-zi KBo

17.31, 9, ti-i-e-ez-z[i] KBo 25.31 ii 7, ti-i-ez-zi KUB 60.41 iii 8, ti-i-ez-[z]i KBo 25.12 i 14,

ti-e-ez-zi KBo 20.12 Vs. 8, KBo 25.52 ii 9, KBo 25.51 i 10, KBo 17.29 i 5, ti-e-ez-[zi] KBo

20.12 Vs. 3, [t]i-e-ez-zi KBo 17.11 Vs. 20

pres. 3 pl. ti-i-en-zi KBo 17.46 Vs. 24, ti-en-zi KBo 20.12 Vs. 4, KBo 20.12 Vs. 6, KBo 30.25

Vs. 20, KBo 25.31 ii 6, KBo 25.34 Vs. 13, KBo 25.39, 3, ti-en-[zi] KBo 25.37 Rs. 15, ti-e-

[e]n-zi KBo 20.12 Vs. 6

tūriĭa- ʻto hitchʼ

pres. 3 sg. tu-u-ri-ez-zi KBo 6.2 iii 60, KBo 6.2 iv 1, KBo 6.2 iv 12, KUB 29.30 ii 20

ūššiĭa- ʻdraw openʼ

pres. 3 pl. ú-uš-ši-an-z[i] KBo 10.10 i 2

u
ˆ
emiĭa- ʻto findʼ

pres. 3 sg. ú-e-mi-ez-zi KBo 9.73 Vs. 13, KBo 6.2 iii 49, KBo 6.2 iii 58, KBo 6.2 iii 59, KBo 6.2

iv 11, KBo 6.2 iv 49, ú-e-mi-ez-z[i] KUB 36.104 Vs. 10, [ú-e]-mi-ez-zi KBo 6.2 ii 36, KBo

6.2 iii 35, ú-e-mi-zi KBo 6.2 iv 12, ú-e-mi-ez-[z]i KUB 29.16, 7

pret. 3 sg. ú-e-mi-et KUB 36.99 Rs. 6

pret. 1 pl. ú-e-mi-ĭa-u-en KBo 22.2 Vs. 14
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中期ヒッタイト語

aniĭa- ʻto carry outʼ

pret. 3 pl. a-ni-i-er HKM 54 Vs. 17

ariĭa- ʻto determine by oracleʼ

pres. 1 sg. a-ri-ĭa-mi HKM 21 Vs. 13

pres. 1 pl. a-ri-ĭa-u-e-ni HKM 38 Vs. 13, KBo 16.47 Vs. 17

pret. 1 sg. a-ri-ĭa-nu-un KuT 49 Vs. 9 Vs. 12

pret. 1 pl. a-ri-ĭa-u-en KuT 50 Vs. 11, KuT 49

imper. 2 sg. a-ri-ĭa KuT 50 Vs. 9

imper. 3 pl. a-ri-ĭa-an-du KuT 49 Vs. 10

h
̆
uittiĭa- ʻto drawʼ

pres. 2 sg. h
̆
u-< it >-ti-ĭa-ši HKM 72 Vs. 32

pret. 1 sg. h
̆
u-it-ti-ĭa-nu-un HKM 71 Rs. 28

pret. 3 sg. h
̆
u-u-it-ti-ĭa-at HKM 47 Vs. 9

pret. 2 pl. h
̆
u-it-ti-ĭa-at-ten HKM 25 Vs. 14

išparriĭa- ʻto spread, to scatterʼ

pres. 3 sg. iš-pár-ri-ez-zi KUB 14.1 Rs. 91

lah
̆
lah
̆
h
̆
iĭa- ʻto be perturbed, to be in commotionʼ

pres. 2 sg. la-ah
̆
-la-ah

̆
-h
̆
i-ĭa-š[i] HKM 66 Vs. 7, HKM 66 Ledge 5

peššiĭa- ʻto throwʼ

pret. 1 sg. pé-eš-ši-ĭa-nu-un HKM 10 Rs. 39, HKM 10 Rs. 41

pret. 3 sg. pé-eš-ši-et KBo 8.55, 11

pret. 3 pl. pé-eš-ši-er KuT 50 Vs. 43

šapašiĭa- ʻto scoutʼ

pret. 3 pl. ša-pa-ši-ĭa-ar HKM 6 Rs. 22

šuniĭa- ʻto sow, to scatterʼ

pret. 3 sg. šu-ni-et HKM 111 Rs. 14, HKM 111 Rs. 18

taliia- ʻto leaveʼ

pret. 3 pl. ta-a-li-e-er HKM 58 Vs. 9

tarkummiĭa- ʻto reportʼ

pret. 1 sg. tar-kum-mi-ĭa-nu-un HKM 63 Vs. 14

imper. 2 sg. tar-kum-mi-ĭa-i HKM 74 Vs. 9

tekkuššiĭa- ʻto showʼ

pres. 3 sg. te-ek-ku-uš-ši-ĭa-iz-zi HKM 46 Vs. 14

tiĭa- ʻto stepʼ
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pres. 1 sg. ti-ĭa-mi HKM 27 Rs. 15, KUB 14.1 Rs. 25

pret. 1 sg. ti-ĭa-nu-un HKM 63 Vs. 18

pret. 2 pl. ti-ĭa-at-ten HKM 18 Ledge 3

pret. 3 pl. ti-e-er KuT 50 Vs. 12

imper. 2 sg. ti-ĭa HKM 17 Ledge 3, HKM 24 Rs. 54, HKM 31 Vs. 10, HKM 31 Vs. 27, HKM

84 Vs. 6, HKM 96 Rs. 5, HKM 96 Rs. 10

imper. 3 sg. ti-ĭa-ad-du HKM 65 Vs. 10

tūriĭa- ʻto hitchʼ

pres. 3 sg. tu-u-ri-e-ez-zi KUB 23.77 Rs. 81, tu-u-ri-ĭa-az-zi HKM 60 Vs. 23

u
ˆ
emiĭa- ʻto findʼ

pres. 1 sg. ú-e-mi-ĭa-mi HKM 68 Vs. 9, KBo 8.35 iv 2

pres. 3 sg. ú-e-mi-e-ez-zi KUB 23.77 Rs. 60, ú-e-mi-ez-zi HKM 15 Vs. 5, HKM 16 Vs. 7,

HKM 20 Vs. 6, ú-e-mi-ĭa-az-zi HKM 14 Vs. 5, ú-e-mi-ĭa-zi HKM 34 Vs. 7, [ú]-e-mi-ĭa-

zi HKM 59 Vs. 11

pres. 3 pl. ú-e-mi-ĭa-an-zi KUB 23.77 Rs. 104

pret. 3 sg. ú-e-mi-et KUB 14.1 Rs. 62, ú-e-mi-ĭa-at HKM 47 Rs. 44, HKM 71 Vs. 14, KBo

16.97 Vs. 10

imper. 3 sg. ú-e-mi-ĭa-ad-du HKM 66 Rs. 30, ú-[e]-mi-ĭa-ad-du HKM 66 Vs. 23

zah
̆
h
̆
iĭa- ʻto fightʼ

pres. 1 sg. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-mi KBo 16.47 Vs. 9, KBo 16.47 Vs. 12

pres. 2 sg. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-ši KBo 16.47 Vs. 13

pres. 2 pl. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-at-te-ni KUB 23.77 Vs. 16

pret. 3 sg. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-at KUB 23.72 Vs. 38

pret. 3 pl. za-ah
̆
-h
̆
i-er KUB 14.1 Vs. 63

imper. 3 sg. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-a[d-du KBo 16.27 iv 13

後期ヒッタイト語

aniĭa- ʻto carry outʼ

pres. 1 sg. a-ni-ĭa-mi KUB 23.125 iii 48

pres. 3 sg. a-ni-ĭa-zi KUB 26.1 iv 48, KUB 5.7 Vs. 37

pres. 3 pl. a-ni-an-zi KUB 50.6 iii 4, KBo 2.6 iii 44, a-ni-ĭa-an-zi KBo 2.6 i 32, KUB 5.6 ii 47,

KUB 5.6 iii 22, KUB 5.6 iii 23, KUB 5.6 iii 26, KUB 5.6 iii 31, KUB 5.6 iii 33, KUB 5.6 iii

37 (2x), a-ni-[ĭ]a-an-zi KUB 5.6 ii 52

pret. 3 sg. a-ni-ĭa-at KUB 1.1 iii 55

arandalliĭa- ʻto grumble (?)ʼ
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pres. 3 pl. a-ra-an-da-al-li-en-zi KBo 4.7 i 24, a-ra-an-ta-al-li-ĭa-a[n-zi] KUB 21.1 i 63

ariĭa- ʻto determine by oracleʼ

pres. 1 sg. a-ri-ĭa-mi KUB 22.25 Vs. 20, KUB 22.25 Vs. 32, KUB 22.25 Rs. 8, KUB 22.25 Rs.

27

pres. 3 sg. a-ri-ĭa-zi KUB 50.6 iii 10, KUB 16.77 ii 38, KUB 16.77 ii 45

pres. 1 pl. a-ri-ĭa-u-e-ni KUB 22.70 Vs. 49, KUB 22.70 Rs. 25, KUB 16.41 iii 9, KBo 2.6 iii 18,

KBo 2.2 ii 32

pres. 3 pl. a-ri-ĭa-an-zi KUB 22.70 Vs. 73, KUB 22.70 Rs. 46, KUB 5.6 i 46, KUB 5.6 ii 64, a-

ri-ĭa-an-[zi] KUB 5.6 ii 12, KUB 5.6 iv 10

pret. 1 sg. a-ri-ĭa-nu-un KBo 4.4 ii 51, KBo 4.4 ii 54, KUB 14.8 Vs. 32, KUB 14.8 Vs. 39,

KUB 14.11 ii 47, KUB 26.86 iii 8, KBo 6.2 iii 48, KBo 6.2 iii 49, a-ri-ĭa-nu-u[n] KUB 23.3

Vs. 5, a-ri-ĭa-n[u-un] KUB 26.86 ii 36, [a-r]i-ĭa-nu-un KUB 14.11 iii 3, a-ri-ĭa-an-nu-un

KUB 43.50 Vs. 13+KUB 15.36 Vs. 5

pret. 3 sg. a-ri-ĭa-at KUB 5.6 iv 18

pret. 1 pl. a-ri-ĭa-u-en KUB 50.6 ii 49, KUB 50.6 ii 5, KUB 50.6 iii 32, KUB 50.6 iii 40, KBo

2.6 i 30, KBo 2.6 iii 41, a-ri-ĭa-u-e-en KUB 5.7 Vs. 49, KBo 2.2 ii 22

pret. 3 pl. a-ri-ĭa-er KBo 4.6 Vs. 26, a-ri-i-e-er KUB 5.6 ii 42, KUB 5.6 iii 67, KUB 5.6 iv 8

armizziĭa- ʻto bridgeʼ

pres. 2 sg. ar-mi-iz-zi-ĭa-ši KUB 26.1 iii 28

aršaniĭa- ʻto be envious, to be angryʼ

pret. 3 sg. ar-ša-ni-ĭa-at Bo 6517

pret. 3 pl. ar-ša-ni-i-e-er KUB 1.5 i 7, ar-ša-ni-i-e-e[r] KBo 3.6 i 28

h
̆
aliĭa- ʻkneel downʼ

pret. 3 sg. h
̆
a-li-ĭa-at KBo 3.3 i 13

pret. 3 pl. h
̆
a-a-li-i-e-er KUB 23.125 iii 19, KBo 4.4 iii 20, KBo 4.4 iii 32, h

̆
a-li-e-er KBo 14.19

iii 11

h
̆
ališšiĭa- ʻto coatʼ

pret. 1 sg. h
̆
a-li-iš-ši-ĭa-nu-un KBo 3.6 ii 28

h
̆
arnamnĭa- ʻto stirʼ

pres. 2 sg. h
̆
ar-nam-ni-ĭa-ši KBo 4.14 iii 66

pret. 3 sg. h
̆
ar-nam-ni-ĭa-at KUB 6.41 i 33, h

̆
ar-nam-ni-ĭ[a-at] KUB 6.41 i 47

h
̆
arpiĭa- ʻto separate oneselfʼ

pres. 1 sg. h
̆
ar-pí-ĭa-mi KUB 26.12 iv 47, KUB 26.13 iv 10+KUB 21.43 iv 16

pret. 1 sg. h
̆
ar-pí-ĭa-nu-un KUB 26.12 iv 46, KUB 21.43 iv 15

h
̆
azziĭa- ʻto pierce, to stabʼ
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pret. 1 sg. h
̆
a-az-zi-ĭa-nu-un KBo 4.10 Rs. 22

h
̆
uittiĭa- ʻto drawʼ

pres. 1 sg. h
̆
u-u-it-ti-ĭa-mi KUB 14.4 ii 15

pres. 2 sg. SUD-ĭa-ši KBo 2.6 i 40, KBo 2.6 iii 49, KBo 2.6 iii 66

pres. 3 sg. SUD-ĭa-z[i] KBo 54.99 iii 62

pret. 1 sg. h
̆
u-it-ti-ĭa-nu-un KBo 4.4 iii 32, KBo 16.17 iii 19, KBo 16.17 iii 25, KBo 16.17 iii 55,

h
̆
u-u-i-it-ti-ĭa-nu-un KBo 2.5 ii 3, [h

̆
u-it]-ti-i-ĭa-nu-un KBo 12.38 i 6

pret. 3 sg. h
̆
u-u-it-ti-ĭa-at KUB 14.4 iv 15, h

̆
u-it-ti-ĭa-at KBo 4.12 i 16, h

̆
u-it-ti-at Bronze

Tablet i 23

h
̆
ulliĭa- ʻto fightʼ

pres. 3 sg. h
̆
u-ul-li-ĭa-az-zi KBo 4.10 Vs. 46

pret. 1 sg. h
̆
u-ul-li-ĭa-nu-un KUB 1.1 ii 25, KBo 3.6 ii 9, KUB 14.3 i 25

pret. 3 sg. h
̆
u-ul-li-i-e-et KUB 14.15 i 29, h

̆
u-ul-li-ĭa-at KUB 14.22 i 5, KBo 14.3 iv 33, KUB

19.18 i 28, KBo 16.17 iii 40, h
̆
u-u-ul-li-ĭa-at KUB 19.8 iii 30

ilaliĭa- ʻto desireʼ

pres. 2 sg. i-la-li-ĭa-ši KBo 5.13 ii 17, KBo 4.3 i 29, KBo 4.3 i 46, KUB 6.41 ii 20, KUB 19.49 i

65, Bronze Tablet iv 7, KUB 23.1 ii 14, i-la-a-l[i-ĭ]a-ši KUB 19.49 i 67, [i-l]a-li-ĭa-ši

KUB 21.1 ii 47, KUB 23.1b, 1

pres. 3 sg. i-la-li-ĭa-zi KUB 26.12 i 21, KUB 26.12 i 39, KUB 26.1 iv 5, i-la-li-ĭa-z[i] KUB 1.1

iv 83, KUB 26.12 iv 40

pres. 2 pl. i-la-li-ĭa-at-te-ni KUB 26.12 i 38

išh
̆
iĭa- ʻto bindʼ

pres. 3 sg. iš-h
̆
i-ĭa-az-zi KBo 14.3 iv 41

pres. 2 pl. iš-h
̆
i-ĭa-at-te-e-ni KUB 14.8 Rs. 35

pret. 3 sg. iš-h
̆
i-ĭa-at KBo 14.12 iv 31

iš-tar-ak-ki-ĭa- ʻto ailʼ

iš-tar-ak-ki-ĭa-a[t] KUB 14.16 iii 41

kariĭa- ʻto stop, to pauseʼ

pres. 3 sg. ka-ri-ĭa-zi KUB 22.25 Vs. 26, KUB 22.25 Rs. 20, KUB 22.25 Rs. 30, [ka-r]i-ĭa-zi

KUB 22.25 Vs. 37, ka-r[i-ĭ]a-zi KUB 22.25 Rs. 11, ka-a-ri-ĭ[a-zi] KUB 40.99 Vs. 4

karšiĭa- ʻto cut, to separateʼ

pres. 1 sg. [k]a-ru-uš-ši-ĭa-mi KBo 8.43 Rs. 6

pres. 2 sg. ka-ru-uš-ši-ĭa-ši KUB 21.5 iii 10

pret. 1 sg. ka-ru-uš-ši-ĭa-nu-un KBo 4.12 i 26

pret. 3 sg. ka-ru-uš-ši-ĭa-at KBo 4.7 ii 9, KUB 22.70 Vs. 62, KUB 22.70 Vs. 75
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gimmandariĭa- ʻto spend the winterʼ

pret. 1 sg. gi-im-ma-an-da-ri-ĭa-nu-un KUB 23.125 iii 41, KBo 4.4 iii 41, gi-im-ma-an-ta-ri-

ĭa-nu-un KBo 4.4 iii 56, KBo 5.8 ii 7, KUB19.37 ii 38, gi-im-ma-an-ta-ri-ĭa-nu-[un] KUB

14.15 i 22

markiĭa- ʻto disapprove ofʼ

pres. 1 sg. mar-ki-ĭa-mi KBo 4.14 iii 3, KUB 26.1 iv 24

pres. 2 sg. mar-ki-ĭa-ši KUB 21.38 Vs. 9

pret. 3 sg. mar-ki-ĭa-at KUB 21.38 Rs. 10, KUB 5.6 i 9

nah
̆
šariĭa- ʻto be afraidʼ

pres. 3 sg. na-ah
̆
-ša-ri-ĭa-az-zi KUB 19.54 i 10

pres. 3 pl. na-ah
̆
-ša-ri-ĭa-an-zi KBo 5.6 iii 6

pret. 2 pl. na-ah
̆
-šar-ri-ĭa-at-ten KBo 14.12 iv 9

parh
̆
iĭa- ʻto chaseʼ

pret. 3 sg. pár-h
̆
i-ĭa-at KBo 16.36 iii 5

peššiĭa- ʻto throwʼ

pres. 1 sg. pé-eš-še-ĭa-mi KUB 21.5 ii 7, pí-iš-ši-ĭa-mi Bronze Tablet ii 96, KBo 4.14 iii 2

pres. 2 sg. pé-eš-ši-ĭa-ši KUB 26.58 Rs. 1a

pres. 2 pl. pé-eš-ši-ĭa-at-te-ni KUB 26.58 Rs. 3a

pres. 3 pl. pé-eš-ši-ĭa-an-zi KUB 21.29 iii 32, KUB 22.70 Rs. 55

pret. 1 sg. pé-eš-ši-ĭa-nu-un KBo 5.9 i 12, KBo 4.7 ii 2, KBo 5.13 i 24, KBo 4.3 i 13, KUB 6.44

iv 11, KBo 19.67 iv 29, KBo 6.29 iii 30, Bronze Tablet iii 34, [p]é-eš-š[i-ĭ]a-nu-un KBo

19.67 iv 33

pret. 3 sg. pé-eš-ši-ĭa-at KUB 6.44 i 6, ABoT 57 Vs. 16, KUB 22.70 Rs. 2, KUB 22.70 Rs. 47,

ABoT 14 ii 6, KUB 34.48 i 3, KUB 22.27 i 8, KUB 5.24 i 62, KUB 16.31 iv 21, pé-eš-ši-ĭa-

a[t] KUB 22.27 i 30, pí-iš-ši-ĭa-at KUB 5.6 i 12, KUB 5.7 Vs. 25, pí-iš-ši-at Bronze

Tablet iii 34, KBo 4.10 Vs. 43

pret. 2 pl. pé-eš-ši-ĭa-at-ten KUB 26.12 iv 21

imper. 2 sg. pé-eš-ši-ĭa KUB 14.7 iv 4, KUB 14.7 iv 11

imper. 3 pl. pé-eš-ši-ĭa-an-duKUB 18.12 Vs. 38, KUB 18.12 Rs. 25, KBo 2.6 iii 16, KUB 5.24 i

11, KUB 5.24 ii 33, KUB 5.13 iv 5, pé-eš-ši-ĭa-an-[du] KUB 18.57 iii 12, KUB 5.19, 4, pé-

eš-ši-an-du KUB 18.57 iii 3, KUB 5.21 Vs. 6

putalliĭa- ʻto tie togetherʼ

pret. 1 sg. pu-tal-li-ĭa-nu-un KBo 5.8 iii 13

šakiĭa- ʻto give a signʼ

pres. 3 sg. ša-ki!-ĭa-zi KBo 18.23 Rs. 3
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pret. 1 sg. [š]a-ki-ĭa-nu-un KBo 18.23 Vs. 13

šakuu
ˆ
antariĭa- ʻto stay, to remainʼ

pret. 1 sg. ša-ku-u
ˆ
a-an-ta-ri-ĭa-nu-un KBo 5.8 i 38, KUB19.37 iii 26

šarriĭa- ʻto divide, to crossʼ

pres. 3 pl. šar-ri-ĭa-an-zi KUB 5.6 iii 27

pret. 3 sg. šar-ri-et KBo 16.17 iii 62

pret. 3 pl. šar-ri-i-e-er KBo 14.13 ii 9, KUB 14.8 Vs. 19, KUB 14.8 Vs. 36, šar-ri-i-e-[er] KBo

2.5 iv 13, šar-ri-e-[er] KUB 14.14 Vs. 22, [šar]-ri-e-er KUB 14.11 ii 44

šiĭa- ʻto press, to sealʼ

pres. 3 pl. ši-ĭa-an-zi KBo 3.3 iv 13

pret. 3 pl. ši-ĭa-er KBo 3.3 iv 5

šulliĭa- ʻto quarrel, to become arrogantʼ

pres. 2 sg. šu-ul-li-ĭa-ši KBo 19.70, 11

pres. 3 sg. šu-ul-li-ĭa-zi KUB 14.3 iv 39

pret. 3 sg. šu-ul-li-e-et KBo 16.17 iii 28, šu-ul-li-et KUB 6.41 i 32, šu-ul-li-ĭa-at KUB 1.4 iii

44, KUB 26.58 Rs. 5a, [šu-ul] -li-ĭa-at KUB 1.4 iii 36, šu-ul-li-ĭa-a [t] KUB 1.4 iii

42+674/v, šu-ul-li-ĭa-[at] KUB 1.9 iii 7

pret. 3 pl. šu-ul-li-i-e-er KBo 5.8 iv 9

šunniĭa- ʻto dipʼ

pres. 3 sg. šu-un-ni-ĭa-zi KUB 6.45 iv 9, KUB 6.45 iv 14, KUB 6.45 iv 19, KUB 6.45 iv 24,

KUB 6.45 iv 29, KUB 6.46 i 41, KUB 6.46 i 54, KUB 6.46 i 58, KUB 6.46 i 62

daliĭa- ʻto let, to leaveʼ

pres. 1 sg. da-a-li-ĭa-mi KUB 21.5 ii 2, [d]a-a-li-ĭa-mi KUB 21.1 i 77, da-li-ĭa-mi KUB 14.3

iii 55

pres. 2 sg. da-a-li-ĭa-ši KUB 21.16 i 20, da-a-li-[ĭ]a-ši KUB 19.49 i 55

pres. 3 sg. da-li-ĭa-zi KUB 14.3 iii 57, KUB 5.6 iii 35

pres. 3 pl. da-a-li-ĭa-an-zi KUB 22.70 Vs. 46, KUB 5.6 iii 23

pret. 1 sg. da-li-ĭa-nu-un KBo 3.3 ii 3, KUB 19.41 ii 6, KBo 5.4 Vs. 25, KBo 5.13 iv 3, KUB

6.41 i 18, KBo 19.67 iv 11, KUB 1.7 ii 21, KUB 14.3 i 38, KUB 14.3 ii 33, da-li-ĭa-nu-u[n]

KBo 4.7 i 17, KUB 6.44 i 17, da-a-li-ĭa-nu-un KUB 21.5 ii 1, KUB 1.1 iii 26, da-a-li]-ĭa-

nu-un KUB 19.67 i 21, [da-a-]li-ĭa-nu-un KUB 19.67 i 22, KUB 19.67 i 23, ta-a-li-ĭa-nu-

un KUB 26.32 i 15

pret. 3 sg. da-a-li-ĭa-at KUB 1.1 ii 55, KUB 1.4 iii 37, da-li-ĭa-at KUB 1.6 iii 16, da!-li-ĭa-at

KBo 3.6 ii 36

taparriĭa- ʻto rule, to leadʼ
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pres. 2 sg. ta-pár-ri-ĭa-ši KUB 21.1 i 65, KUB 26.25 ii 9, KUB 26.25 ii 12

dariĭa- ʻto make an effort, to get tiredʼ

pres. 3 sg. da-ri-ĭa-nu-zi KUB 14.3 ii 56

pret. 1 sg. ta-a-ri-ĭa-nu-un KUB 26.33 iii 11

pret. 3 sg. da-a-ri-ĭa-at KBo 4.12 i 7, da-ri-ĭa-at KUB 21.27 iv 39

taštašiĭa- ʻto conspireʼ

pres. 3 sg. ta-aš-ta-ši-ĭa-zi KBo 5.13 iv 10, KBo 19.67 iv 18

tiĭa- ʻto stepʼ

pres. 1 sg. ti-ĭa-mi KUB 23.125 iii 85, KUB 23.125 iii 86, KBo 5.4 Rs. 7, KBo 5.4 Rs. 8, KBo

4.3 iv 18, KUB 26.12 ii 7, KUB 26.12 ii 8, KUB 26.1 i 46

pres. 2 sg. ti-ĭa-ši KBo 5.13 ii 7, KBo 5.13 ii 15, KBo 5.13 ii 21, KBo 4.3 iv 32, KBo 19.70,

12, KBo 4.14 i 23, KBo 4.14 i 45, [t]i-ĭa-ši KUB 6.41 iii 7, KUB 6.46 iii 54

pres. 3 sg. ti-i-e-ez-zi KBo 5.9 iii 13, ti-ĭa-az-zi KUB 26.43 Vs. 52, KUB 26.43 Rs. 14,

KBo 26.50 Rs. 6, ti-ĭa-zi KBo 1.28 Vs. 14, KBo 3.3 iii 17, KBo 19.70, 8, KUB 21.1 ii 46,

KUB 21.17 iii 9, Bronze Tablet iii 29, KBo 4.14 i 9, KBo 4.14 i 31, KUB 14.3 ii 42, KUB

26.12 iii 12, KUB 26.12 iii 30, KUB 26.1 iv 9, KUB 26.1 iv 45, KUB 31.97 iv 3, ABoT 56

iv 4, KBo 11.1 Vs. 25, KUB 18.12 Vs. 3, KBo 2.2 iii 7, [t]i-ĭa-zi KUB 19.41 iii 17, ti-ĭa-[zi]

KBo 19.70, 6, ti-i-ĭa-a[z-zi] KUB 26.43 Vs. 20

pres. 1 pl. ti-i-ĭa-u-e-ni KUB 14.16 iii 6, KUB 14.15 iii 38, KBo 4.4 iii 35, KBo 4.4 iv 47, ti-ĭa-

u-e-ni KBo 16.8 ii 36, KBo 6.29 ii 4, KUB 26.12 ii 35, KUB 26.12 iii 10, KBo 2.6 iii 19,

KUB 5.11 ii 3

pres. 3 pl. ti-ĭa-an-zi KBo 3.3 iv 9, Bronze Tablet ii 27, KBo 4.14 iii 65, KUB 6.46 iv 25, KUB

22.25 Vs. 38, KUB 18.12 Vs. 4, KUB 22.70 Rs. 5, KUB 22.70 Rs. 16, KUB 22.70 Rs. 24,

ABoT 14 iii 11, KUB 22.35 ii 4, KUB 16.32 ii 12, KUB 50.6 iii 12, KUB 16.77 ii 16, t[i]-ĭa-

an-zi KUB 22.25 Rs. 21, ti-[ĭa]-an-zi KUB 50.6 iii 21, ti-ĭa-an-z[i], KUB 22.35 iii 16, ti-

an-zi KBo 4.3 iv 17 (2x), KBo 11.1 Vs. 37, KUB 21.19 iv 18, KBo 2.6 i 35, KUB 18.51 ii

19, KUB 5.6 i 17, KUB 5.6 i 47, KUB 5.11 iv 38, KUB 16.77 ii 40, ti-i-ĭa-an-zi KUB 5.6 i

23, ti-en-zi KUB 21.5 ii 14, t[i-e]n-zi KUB 21.1 ii 7

pret. 1 sg. ti-ĭa-nu-un KBo 3.4 i 21, KUB 23.125 iii 20, KUB 23.125 iii 97, KUB 14.15 iv 32,

KBo 5.8 i 15, KBo 3.3 iii 7 (2x), KBo 4.7 i 12, KUB 6.41 i 37, KUB 26.32 i 16, KUB 23.44

ii 6, KUB 14.3 ii 21, KUB 31.121 iii 20, ti-ĭa-nu-[un] KBo 16.1 i 33, KUB 6.44 i 12, ti-i-ĭa-

nu-un KUB 14.16 ii 16, KUB 14.16 iv 15, KBo 4.4 iii 3, KUB 19.41 iii 5

pret. 3 sg. ti-i-e-et KBo 5.8 i 35, KUB 14.4 ii 12, ti-ĭa-at KBo 3.4 i 27, KBo 3.4 ii 3, KBo 3.4 ii

24, KBo 3.4 ii 60, KUB 23.125 iii 36, KBo 5.8 iii 25, KBo 16.8 iii 30, KBo 3.3 i 9, KBo 4.7 i

10, KBo 4.3 iv 13, KUB 14.15 iv 41, KUB 19.49 i 33, KBo 14.19 ii 8, KBo 14.19 ii 9, 1.1 i
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52, KUB 1.1 ii 66, KUB 1.1 iv 17, KBo 3.6 i 44, KBo 3.6 ii 46, KBo 6.29 ii 14, KBo 6.29 ii

17, KBo 14.4 i 6, KBo 5.6 iv 14, KUB 21.15 ii 18, KUB 23.1 ii 28, KUB 23.92 Vs. 9, KUB

14.3 i 23, KUB 14.3 iii 48, KUB 26.58 Vs. 7, KUB 21.19 ii 14, KUB 43.50 Vs. 7, KBo 6.2

iii 46, KUB 5.1 i 7, KUB 5.1 iii 44, KUB 22.70 Vs. 16, KUB 5.24 i 29, [t]i-ĭa-at KUB 19.49

i 32, KUB 1.5 i 24, ti-ĭa-a[t] KUB 1.1 iv 29, ti-i-ĭa-at KUB 14.16 iii 28, KUB 14.15 iv 17,

KUB 14.15 iv 26, KUB 14.15 iv 27, KBo 4.4 ii 74, KBo 14.20 i 8, KUB 21.2 i 8, KBo 3.6 iii

48, KBo 3.6 iii 59, KUB 1.10 iii 36, KBo 12.38 iii 6, ti-i-[ĭa-a]t KUB 14.14.55 Rs. 5

pret. 1 pl. ti-ĭa-u-en KUB 5.4 i 11, KUB 19 Vs. 37, KUB 5.8, 3, ti-ĭa-u-[e]n KUB 18.12 Rs. 15,

ti-i-ĭa-u-en KUB 5.22, 18, KUB 5.22, 28, KUB 5.22, 48

pret. 2 pl. ti-ĭa-at-ten KBo 6.29 ii 15, KBo 5.4 Rs. 17, ABoT 56 i 9, ti-i-ĭa-a[t-ten] KUB 14.13 i

37

pret. 3 pl. ti-i-e-er KUB 19.11 i 7, KUB 19.31 ii 3, KBo 5.8 ii 5, KBo 14.19 ii 18, KBo 2.5 ii 10,

KBo 16.17 iii 38, KBo 3.3 ii 20, KUB 21.1 i 47, KUB 19.60 iv 53+KUB 1.1 iv 53, KBo 3.6

i 29, KBo 3.6 ii 25, KBo 3.6 iii 58, KBo 3.6 iv 12, KBo 3.6 iv 13, KUB 21.15 ii 16, KUB

23.1 i 34, KUB 5.6 iii 73, ti-i-e-e[r] KUB 19.41 ii 24, KUB 19.9 ii 16, [ti-]i-e-er KUB 1.1 i

34, KUB 1.6 ii 4, KUB 26.43 Rs. 4, ti-[i]-e-er KBo 6.29 ii 15, ti-i-er KUB 19.67 i 8, KUB

22.70 Vs. 45, KUB 22.70 Rs. 13, ti-e-er KUB 1.8 iv 13, KUB 1.8 iv 31, KUB 1.8 iv 32,

KUB 21.29 ii 2

imper. 2 sg. ti-ĭa KBo 3.4 i 26, KUB 21.27 ii 14, KUB 21.27 ii 19, KUB 21.27 iv 35, ti-i-ĭa

KUB 14.3 iii 64, [t]i-i-ĭa KUB 14.3 iv 2

imper. 3 sg. ti-ĭa-[a]d-du KUB 21.29 ii 11

imper. 3 pl. ti-ĭa-an-du KBo 4.14 iii 64, ti-an-du KUB 5.11 i 14

tūriĭa- ʻto hitchʼ

pres. 3 sg. tu-u-ri-ĭa-zi KBo 4.14 iii 43

duškiĭa- ʻto be happyʼ

pres. 3 sg. du-uš-ki-ĭa-zi KUB 14.7 iv 14

tuzziĭa- ʻto encampʼ

pret. 1 sg. tu-uz-zi-ĭa-nu-un KUB 14.16 ii 10, KBo 5.8 i 29, KUB 29.30 iv 4, KUB19.37 iii 35,

KUB 19.76 i 36, [tu]-uz-zi-ĭa-nu-un KUB 14.17 iii 15, tu-uz!-zi-ĭa-nu-un KUB 19.36 i 26,

[t]u-uz-zi-ĭa-nu-un KUB 19.76 i 23

u
ˆ
aggariĭa- ʻto rebel againstʼ

pres. 3 sg. u
ˆ
a-ag-ga-ri-ez-zi KUB 21.1 iii 41, u

ˆ
a-ag-ga-ri-ĭa-az-zi KUB 19.54 i 8, KUB 19.54 i

14, u
ˆ
a-ag-ga-ri-ĭa-zi KBo 5.13 iii 12, KBo 5.13 iii 13, KUB 21.5 ii 4, KUB 21.5 ii 5, u

ˆ
a-aq-

qa-ri-ĭa-zi KUB 21.5 iii 57, u
ˆ
a-aq-qa-a-ri-ĭa-zi KBo 4.3 ii 8, KBo 4.3 ii 9, KUB 6.44 iii 31,

KUB 6.44 iii 32
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pret. 1 sg. u
ˆ
a-ag-ga-ri-ĭa-nu-un KUB 1.4 iii 34, [u

ˆ
a-ag-g]a-ri-ĭa-nu-un KUB 1.4 iii 35, u

ˆ
a-aq-

qa-ri-ĭa-nu-un KUB 1.6 iii 13, KUB 1.6 iii 14

u
ˆ
akšiĭa- ʻto be lackingʼ

pres. 3 sg. u
ˆ
a-ak-ši-ĭa-zi Bronze Tablet ii 74

u
ˆ
aršiĭa- ʻto liftʼ

pres. 3 sg. u
ˆ
a-ar-ši-ĭa-az-zi KUB 14.8 Rs. 28, u

ˆ
a-ar-ši-ĭa-zi KUB 14.3 ii 67, KUB 14.3 ii 68

pret. 1 sg. u
ˆ
a-ar-ši-ĭa-nu-un KUB 14.15 iii 26, u

ˆ
a-ar-ši-ĭa-nu-nu-un KBo 12.38 ii 21

imper. 2 sg. u
ˆ
a-aš-ši-ĭ[a] KUB 26.25 ii 7

imper. 3 sg. u
ˆ
a-ar-ši-ĭa-ad-du KUB 14.8 Rs. 17, KUB 14.11 iii 38

u
ˆ
ašiĭa- ʻto buyʼ

pres. 3 sg. u
ˆ
a!-ši-ĭa-zi KUB 21.29 iii 37, u

ˆ
a-ši-ĭa-z[i] KUB 23.123, 9

pret. 3 sg. u
ˆ
a-aš-ši-ĭa-at KBo 4.6 Rs. 13

imper. 3 pl. u
ˆ
a-aš-ši-ĭa[-an-du] KUB 22.70 Vs. 45

u
ˆ
emiĭa- ʻto findʼ

pres. 1 sg. ú-e-mi-ĭa-mi KUB 14.3 i 19, KBo 11.1 Vs. 41

pres. 2 sg. ú-e-mi-ĭa-ši KUB19.37 ii 32

pres. 3 sg. ú-e-mi-ĭa-zi KUB 19.11 i 4, KUB 23.101 ii 7, KBo 2.2 i 4, KBo 2.2 i 8, KBo 2.2 i 14,

KBo 2.2 i 46, KAR-ĭa-zi KUB 5.4 i 20, KBo 2.2 i 55

pres. 3 pl. ú-e-mi-ĭa-an-zi KUB 22.70 Rs. 60, KUB 22.70 Rs. 61, ú-e-mi-ĭa-< an >-zi KUB

21.38 Vs. 18

pret. 1 sg. ú-e-mi-ĭa-nu-un KBo 4.4 iii 37, KBo 7. 17 iv 1+KBo 16.13 iv 2, KBo 14.19 ii

26, KUB 19.76 i 33, KUB 14.8 Vs. 32, KUB 14.13 i 55, [ú]-e-mi-ĭa-nu-un KUB 21.38 Vs.

61, [ú-e]-mi-ĭa-nu-un KUB 21.36, 2

pret. 3 sg. ú-e-mi-ĭa-at KBo 4.4 ii 73, KBo 4.4 iii 15, KUB 19.34 iv 5, KUB 21.16 i 23, KUB

14.3 i 53, KUB 14.13 i 52

pret. 3 pl. ú-e-mi-i-e-er KBo 4.4 iii 22, KUB 1.7 ii 13, [ú-e]-mi-e-er KBo 14.14, 3, KUB 1.1 iii

18, ú-e-mi-er KUB 19.67 i 8, KUB 22.70 Vs. 23, KUB 22.70 Vs. 26, KUB 5.6 i 7

imper. 3 pl. ú-e-mi-ĭa-an-du KUB 26.12 iv 48

u
ˆ
eriĭa- ʻto call, to summonʼ

pres. 2 sg. ú-e-ri-ĭa-ši KUB 21.5 iii 11

pres. 3 sg. ú-e-ri-az-zi KUB 5.1 ii 107

pres. 3 pl. ú-e-ri-ĭa-an-zi KUB 21.29 iii 46, KUB 5.11 iv 21, ú-e-ri-an-zi KUB 50.6 iii 8

pret. 3 sg. ú-e-ri-at KUB 1.9 iii 12

pret. 3 pl. ú-e-ri-i-e-[er] KBo 4.4 ii 2

zah
̆
h
̆
iĭa- ʻto fightʼ
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pres. 2 sg. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-ši KBo 5.4 Rs. 46, KBo 5.4 Rs. 47, KUB 21.1 iii 52, KUB 21.1 iii 53,

[z]a-a[h
̆
-h
̆
]i-ĭa-ši KUB 21.5 iii 69

pres. 1 pl. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-u-e-ni KBo 5.4 Rs. 27

pret. 1 sg. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-nu-un KBo 3.4 ii 3, KBo 3.4 ii 25, KBo 3.4 ii 38, KUB 23.125 iii 14,

KUB 23.125 iii 44, KUB 23.125 iii 38, KBo 16.8 iii 30, KBo 3.6 ii 8, [za]-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-nu-un

KBo 16.1 iii 46, za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-nu-u[n] KBo 4.4 iii 8, za-ah

̆
-h
̆
i-ĭa-nu-[u]n KUB 1.1 ii 24,

MÈ-ĭa-nu-un KBo 3.4 i 38, KBo 3.4 ii 60, KBo 16.1 ii 53

pret. 3 sg. za-ah
̆
-h
̆
i-ĭa-at KUB 21.10, 15
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